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ぐ1)解 答は 市 しいと判断したものを つ だけ選び 祭 共用紙の答欄に正しく記人 (マーク)し てください

(1〕 次 のFttは  t渡 法の目的に関する亀波法の規定   t4) 即 子機茂 (電波法第 73楽 4項 の検tt)に おいて検
であるが |~コ 内に大れるべ=十 tlを卜の番号か      査 されることう【あるのⅢ 次 のどれか
ら選ヘ

1 1粕撫従事者の勤務ll況
「このiど律r= 電 流の公irかつ 「 P な 不J)|を      2 無 練従■者の業務裾椎

確保することによって 公 共の福打1を狩進すること      3 無 線従事者の知蔭及J債 能
を出的とする J 4 来 線従事者の資陥スび賞歓

1 権 率的

2 合 理的

3 連 モ

4 有 効

〔23 RttlL学 者,そ の免許証の訂とを受けなけれ|むs   ti〕  無 線局の免許わそ の功力を次ったと言 FHt前!人であ
らないのほ どの観含か 止 しいものを次のうちか つた詢 モ の免「l枚についてとちなけれはならな↓寸占
ら選イ( 世は 次 のどれか

1 他 の無練従事者の資格の允計を受けたとき        1 1苗 ,以 内に返納する
2 な 層の都道府県を変更したとき             2 題 4な時期に遂送する
う 氏 名に変更を生したとき 3 直 ちに廃棄する
4 1Jテ を変史したとき 4 2年 間保管する

〔3〕 免 Hl‐人 (包括免許人を除く )力 下ヽ正な手段により 〔S] 無 撤局において 空 亀 況 信 受 伺さ度の減逆等の
策線詔樹の変更の上事の許■を受けたとを そ の無 通信抱密について 亀 波ll m行規則ては 次 のどオ■こ
練局についてどの処分を受けることがあるか に し 記載しなければならないことになっているか
いものを次のうちから選本

1 齢 副虚の供千骨弾簿
: 口 打の停止 2 無 線局事項書の写し
2 免 許の取消し 3 無 線業務日誌
Ⅲ 月 波数の制限 4 無 榊検査海
4 ど 村古な時間の和隈

〈 ,  )



法 規 ( 2 )

モ7〕 無線局が、自局に対する呼出しであることが確実   〔 1り 無 擦通信の原則として無線局運用規則に規定さ

でない呼也しを受信したときは、次のどれによらな     れ ているものは 次 のどれわヽ。

ければならないか。

1 無標通信は IIおに行うものとし、できる瞑う

■ そ の呼出しが反復され、他のいずれの無擦局も      連 い通信改Hrで行わなければならない。

応答しないときは直ちに応答する。           2 無 擦通信に使用する用落は で きる限め通常使

2 そ の呼出しが反復され、かつ、自局に対する呼      用 するものでなければならない

出しであることが確実に判明するまで応答 しな    1 無 線通信に使用する用語 ま で きる限り簡漂で

いさ                            な けれ1まならない。

3 そ の呼出しか獣同反復されるまで応答しない.     4 無 線通信には 略 語以外の用語を使用して1まな

4 直 ち1●応答し 自 局に対する呼出しであること      ら ない

を確かめる。

〔81 無 擦電信通信において、通報を確実に受信したと  〔 11〕 無線局において、「OSOJを 前置した呼出しを受

きに送信することになっている電符号は、次のどれ    信 した場合は、応答する場合を除き、次のどれに

力、                               よ らなければならないか、

1 ラ '     2 TU            l 混 倍を与えるおそれのある電波の発射を停止

3 VA     4 R              し て傍受する。

2 直 ちに付近め無線局に速報する。

3 直 ちに斗常災害対策本部に適知する。

19〕 無線電信通信において、呼出しに使用した電波と    4 す べての電波の発射を停止する.

同一の電衣により通報を送信する場合、順次送信す

る事項trぅち省略することができるのは、次のどれ

か。                       (12, 無 線局は 自 局の呼出しが他の既に行われてい

る通信,こ混信を与える旨の通短を受けたときは、

■ 相手局の呼出符号     1回            次 のどれによらなけれ1まならないガ、

2(1)相 手局のtF出符号   1日

(2)DE         l回            1 空 中擦電力をなるべく小きくして注意 しなが

3(1)相 手局の呼出符号   1回             ち 呼出しを行う。

(2)DE         l回            2 中 止の要請があるまで呼出しを反復する。

(3)自局try呼出符号    1回            3 混 信の度合いが強いときに限り、直ちtそ の呼

4 (1)DE          l同              出 しを中止する。

(2)自局の呼出符号    1日            4 直 ちtそ の呼出しを中止する。

陸特回 (2)


